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論 文 内 容 の 要 旨
下垂体卵巣系機能と下垂体副腎系機能の間には, 一つの機能環として極めて密接な関係のあることが,
多くの臨床的経験や実験的事実から知られており, 種々の有機的つながりが明らかにされて い る｡ しか
し, その実態は非常に複雑で, いまなお不明の点が多く, 方法論的にも未解明の分野が多い｡
著者はまず, 下垂体卵巣系機能の検討に加えて, 尿中に排浬される 17-KS･17-OHCSの測定という極
めて基本的な問題から, ACTH刺激試験 ･SU-4885試験 ･デキサメザゾン抑制試験等の各種下垂体別腎
機能検査法を駆使して, 二つの機能系の問の相互関係の追求を主眼とし, 産婦人科領域における副腎皮質




1) 尻申 17KS 及び 17-OHCS の排潤動態については, 正常妊婦においては全般的に非妊時より高
く, 妊娠月数の進むにつれて逐月的に増加するもoj と殆んど変化しないもo) とがあること, 線毛性塵疾患
者では著明な排酒量増加を認めた症例があるが, 血中HCG濃度との関連は認められないことを知 った｡
2) 去勢婦人に HCGを投与すると, 尿中のestrogenが増量する症例があるが,17-KS･17-OHCSの
排酒量は全例に著変を認めなかった｡
3) 無排卵症患者には何らかの形で副腎皮質の機能低下を伴なうものが多いことを指摘し, 一方で, 下
垂体副腎機能検査の成績から, 例えば各種の無月経, 或いは polycysticovary 等の一つの症候群にあっ
ては, その臨床像よりもむしろ内分泌環境によって下垂体副腎系機能も分類され, この際下垂体卵巣系機
能不全と下垂体副腎系機能不全とが相並行して, 密に関連していることを知った｡
4) 牛副腎におけるinvitroでの estrogen生合成を確認し, その径路は,dehydroepiandrosterone,
testosteroneのいずれからでも 』4 androstendioneから estroneへの径路が主であることを推定した｡
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5) dehydroepiandrosteroneから estroneへの過程を, HCG は N A D との特異的な相乗作用によ
って促進し, そのメカニズムとして,steroid3p-01-dehydrogenase活性の賦活作用があることを推論し
た｡ androgenの芳香化に関しては, HCG の作用は全く認められなかった｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
正常妊婦では非妊時よりも, 尿中 17-KS および 17-OHCS が月数の進むにつれて増加するもの, ほ
とんど変化しないものがあり, 嫉毛性鹿疾患者では確かにこれらが著明に増量する症例のあることを確か
め, この際血中 HCG 濃度とはあまり相関しておらないことを見た｡ 去勢婦人に HCG を投与すると尿
中estrogenでは増量する症例があるが, 17-KS.17-OHCSの排測量では全例において著変がなかった｡
無排卵症患者では 17-KS.17-OHCS排浬量, ACTH刺激試験, SUA885試験, デキサメザソン抑制試
験などの下垂体副腎系機能検査を行ない, 要するに下垂体副腎系機能不全, 下垂体卵巣系機能不全とが密
接に関係しており, 副腎における invitroの実験において dehydroepiandrosterone.testosteroneな
どのいずれからでも estrogenはA4androstendioneから estroneへの主経路を経て生合成され,. この際
HCGは dehydroepiandrosteroneからestroneへの過程を NAD との特異的な相乗作用によって促進
し, その本態は steroid3β-oLdehydrogenase活性の賦活にあると推論, 一方 androgen の芳香化に
関しては全く作用を有しないことを指摘した｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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